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O A C I S会員
募  集

1
OACIS？

シンポジウム開催、技術情報のコンサル

タント、研究員の相互受け入れ、

大学院生のインターンシップ

などを通じて実効ある

「産学連携」を

実現します。

2 ■  Collabo
当フォーラムに参加することにより

各種交流・情報共有を通じた新たな

ビジネスチャンスの発掘、

研究開発のスピード

アップ等のメリット

があります。

当フォーラムでは、

中小企業から大企業

まで、幅広い業種からの

ご参加をお待ちしております。

〈会費〉１口12万円／年

IT連携フォーラムOACISは、
IT技術、バイオ技術を主要テーマとして、
産学が一同に会する場を提供し、

関西圏の経済活性化を牽引することを
目標とした非営利団体です。

技術交流、人脈

形成や共同研究、

技術検証の検討、情報

流通ネットワークを利用した

実験、検証のテーマ検討を通し、関西

および日本の経済活性化に貢献します。

3 ■  Merit

5 ■  Guide4 ■  Forum
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大阪大学では、情報科学技術に関する強い社会的要請、今後の発展に応えるため、2002年４月１日に情報科学研究科を開設
いたしました。新研究科およびサイバーメディアセンターでは、コア分野であるＩＴ技術、バイオ技術を主要テーマとして、中
小、ベンチャーから大企業に至る幅広い産学連携を積極的に推進していくことにより、日本の経済活性化に貢献していきたい
と考えています。この産学連携を推進するため、「IT連携フォーラムＯＡＣＩＳ (オアシス)」 を設立いたしました。ＯＡＣＩＳ
の設立趣意をご理解いただくとともに、フォーラム活動にご協力をいただきますようよろしくお願いします。

1 OACISとは？
設立趣意・施設

2015年5月に情報科学研究科C棟およびポプラ通り福利会館が竣工しま
した。永年の悲願であった情報科学研究科の教職員が一堂に会して活
動を開始することができるようになりました。C棟の1階にはサーバ室が
設置され、各フロアにはミーティングスペースが設けれており、充実した
教育研究環境が整備されています。またポプラ通り福利会館では，1階
のレストランとコンビニエンスストアと2階のカフェテリアが2015年7月
にオープンし、更に情報科学研究科の各棟が取り巻く中央には綺麗な
中庭がデザインされております。このように、教育研究を遂行する上で
の生活環境も充実しています。情報科学研究科C棟・ポプラ通り福利会館

本フォーラムでは、情報科学研究科のコア分野であるIT技術、バイオ技術
を主要テーマとして、産学が一堂に会する場を提供し、関西圏を中心とす
る日本経済の活性化を牽引することを目標にするものであります。これを
達成するため、情報科学研究科における先進的な研究成果を定期的に紹
介する数ヶ月に一度のシンポジウム開催、産学連携のシーズとなる情報科
学研究科成果一覧の常時開示と技術情報のコンサルタント、共同研究プ
ロジェクトの立案および文部科学省等の共同研究マッチングファンド利用
などのサポート、ワーキンググループによる重要なテーマへの取り組み、研
究員の相互受け入れ、大学院生のインターンシップなどを行っております。■

□
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2 産学連携
共創イノベーション

■大学での最先端技術をもとに、参加メンバ間での各種交流・情報
　共有を通じた新たなビジネスチャンスの発掘
　・最新の技術動向、研究動向の収集及び情報交換
　・情報科学分野を牽引する中核人材相互の人脈形成、人材交流

■大阪大学の豊富なナレッジ、リソースをトリガとしたビジネスの早期立上げ
　・高度な専門家集団を活用した研究開発のスピードアップ
　・大学の研究施設を活用した効率的な研究開発
　・公的、先端的研究プロジェクト等への参画によるビジネスチャンスの拡大□

　
■

■
□
　

　
　
　
□
　
■

3 会員メリット
ビジネスチャンスの発掘

■シンポジム・技術座談会を通じた技術交流、人脈形成
　・シンポジウムは年2回開催し、技術座談会は特定のテーマについ
　　て議論するものです。大学側から研究室の研究内容を紹介し、
　　大学と企業の連携について自由な議論をする場です。より議論を
　　深めるため、小規模の参加者で行います。

■人材交流のアレンジ、講演
　・会員の皆様が参加できる大阪大学で行われる、または大阪大学
　　と関係のある講演会を行っております。■

□
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4 フォーラムの活動
シンポジウム・技術座談会

産学連携によるヒューマンウェアイノベーション
博士人材の育成

IT連携フォーラムOACIS事務局
(大阪大学大学院情報科学研究科B棟6階)
〒565-0871 吹田市山田丘1-5
Tel .06-6879-4395  Fax.06-6879-4649
https ://www.oacis . jp/   mai l .secretar iat@oacis . jp

IT連携フォーラムOACIS事務局
(大阪大学大学院情報科学研究科B棟6階)
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1-5
Tel .06-6879-4395  Fax.06-6879-4649
https ://www.oacis . jp/   mai l :secretar iat@oacis . jp

Collabo

Merit

Forum

5 入会方法
会員の詳細はHP（右記QRコード）をご覧ください。 Guide

OACIS

6 準会員募集
年会費無料で会員サービスの一部をご利用いただけます。詳細につきましては下記、事務局までお問い合わせください。

【無料サービス】

技術座談会参加費

共同研究の斡旋

インターンシップの斡旋

情報科学研究科C棟・ポプラ通り福利会館


